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第1章

研究目的および経過

当初の研究目的および研究計画

　1．研究目的

　長崎の住居は，そのほとんどすべてが斜面に建てられ

ているといっても過言ではない。斜面住居には，例えば

ハンディキャップトの生活，交通やサービスの問題，施

設の整備，建設，汚水やゴミ処理の問題，日照問題，災

害の問題等々，いずれも平地居住とは異なる特有の諸問

題がある。

　しかし，それらはまだ十分解明されていないし，その

解決のための技法や手法の開発も遅れている。

　たとえば，平地部で開発された平面プランの住宅がそ

のまま移入され，山肌を大きく削り取ってそれを建設す

る，といった実態がある。また一方では，古くからの斜

面密集住居群における火災危険の度が，近年の熱源の変

化や可燃物の増大，さらには都心部人口のドーナツ化現

象による防災能力の低下で，急激に高まっているという

実態がある。それらはまた，環境構成およぴ景観形成上

の多くの問題を有している。

　一方，斜面住居にもいくつかの利点は認められ，とく

にプライバシー，通風，景観，独得の斜面コミュニティ

の形成などの点では特筆すべき側面がある。これからの

住環境整備の方向として，これらの欠点を克服し，利点

をのぱすことが求められている。

　上記より，本研究の直接の目的は，研究者の住まいす

る長崎市の斜面住宅および住環境の改善のための基礎的

資料および指針を得ることにあるが，究極的には全国共

通問題である同様問題の解決に寄与することを目的とす

るものである。

　2．研究内容および方法

（1）長崎市における斜面住環境の形成過程および現状把

　　握

①斜面住居地の形成過程からみた類型化

②斜面住居地居住者への住宅と環境についてのアン

　　ケート調査

③斜面住居地開発業者の経営行動についての聞き取り

　　調査

④斜面住居地の維持管理システムの現況調査

⑤維持管理に関する住民組織の対応と住民意織の調査

（2）斜面住居および住環境改善にむけての即応研究成果

　　の収集分析

①斜面住居計画案の収集

②斜面克服の技術，手法等に関する文献，資料の収集

③既成の斜面計画住居の実態調査

（3）斜面住環境改善プロジェクトの作成

①地区の設定。現況調査

②改善マスタープランの作成

③斜面住居計画案の作成

④斜面住居地の処理システムの開発

⑤斜面防災システムの提案

　研究年度を2ヶ年とし，昭和57年度において上記（1），

（2）を実施し，58年度において（2），（3）を実施する。

第2章　1982年7月長崎大水害発生後の経過

　本調査研究に着手して間もなく，1982年7月23日に長

崎市を中心とする地区を襲った集中豪雨禍は，本研究参
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加者一同がかねて最も恐れていた長崎市の斜面住環境の

弱点を衝くかたちで発生し，多数の犠牲者と多大な損失

と破壊をもたらして，はからずも本調査研究着手の先見

」性を浮き彫りにした。

　この災害は，本調査研究参加者自身の生活にも大きい

被害と混乱を与え，当初予定通りの調査研究活動につい

ては一時中断のやむなきに至った。しかしながら、災害

こそは斜面住環境の弱点を最も顕わにするものであり，

ある意味では動態的研究の好機であること，そして，か

かる甚大な被害をもたらした災害の現場にたまたま居合

わせた環境学の研究者の責務として，災害実相の究明と

今後の復興への提言活動を行なうことは，何よりも優先

して行なうべきであると考え，当面の研究調査活動の方

向を災害問題調査に置き，チームをあげて取り組むこと

とした。

　とくに，研究参加者らの職場である大学所在地周辺の

いわゆる「東長崎地区」こそは，今次長崎災害のうちの

死亡災害の約9割を占めた斜面崩壊，土石流被害発生の

きわめて顕著な地区であり，災害発生後約1ヶ月にわ

たって幹線国道が不通であったこともあって，同地区に

ついては他研究機関もほとんど調査着手出来ぬなかで，

いわば独占的に調査を行うことが出来た。

　なお，当初研究計画の後半部については，次年度にて

継続研究として行う予定である。

I　長崎市における斜面住環境の概要

第1章　斜面住環境の形成過程

　1．長崎の居住地拡大の展開過程

　町の理解を深めるうえで，長崎市街地の住居地部分に

ついて，その形成・拡大の過程を時代をおってまとめて

みよう　（図－1）。

　長崎の地は，深江浦，また●浦（たまのうら）などと

呼ばれる一漁村から始まっている。のち「城の古址」に

城主をいただき，戦国時代には大村氏の配下にはいる。

　1571年（元亀2），天然の港湾地形のもつ良港性からポ

ルトガル貿易港として長崎が開かれ，6町が森崎の岬の

突端に建設される。（人口1約1000人，戸数約200戸）これ

を中心として，内町（うちまち）が形成され，さらに内

町を取り囲むようにとくに中島川両岸に外町（そとまち）

が拡大していった。当初は貿易商人が長崎に集まって都

市繁栄の基礎をつくり，その後，職人町が形成され町と

しての形姿をつくり上げていった。

　1663年（寛文3）の大火は，57町2900戸を焼く大火で，

町の姿は一変したが市況は活発であり，再興にあたって

は，道路拡大，幅員を規定し，町名も整備した。これが

今の長崎市街の原型となっている。

　さらに1696年（元禄9）には，内町26，外町54，総町

60町となって最盛期をむかえ（人口64，523人，戸数12,057

戸），市街地は金比羅山と風頭山の山麓のまぎわまで拡が

り，主要河川の上流部には農家と田畑も形成されていた。

　その後，貿易制限がだんだんと激しくなり，幕末には

人口2.7万にまで減少した。

　幕府が開国を決定して，長崎港が開港されるとともに，

市街地南部大浦附近の海岸沿いが埋立てられ外人居留地

となる。（市制施行当時（1920年，大正9）54，502人）

　明治中期には港湾埋築工事によって，出島および唐人

屋敷の周囲の海が埋め立てられて市街地となり，新地埋

立地は中国人居留地となった。また長崎港西岸の飽浦方

面へは，造船工業の発展に伴った市街地が港を取り囲む

ように伸びていった。

　人口急増を伴う明治中期からの船舶製造業の発展も

あって，明治末から代正にかけて，既存市街地の背景地

である山すそへと居住地がはい上がりはじめている。

　昭和にはいると，まず居住地は僅かな海岸平野や谷間

に沿ってアメーバのように伸びていく。第二次大戦前に

なると，丘陵地の市街も40～50mの高度に達し揚水限界

に近づいたこともあって，市街は北部へも仲びを示して

いる。

　終戦直前の原子爆弾の投下によって，浦上の松山町を

爆心地として半径4km内の30町の家屋が全壊，半壊し

たが，町建て以来の旧市街はかろうじて残った。1949年

5月に，長崎国際文化都市建設法が成立し，徐々に復興

計画が実施される。中味は文字どおり復興の色彩が強

かったため，以後の都市発展に都市構成がついていけな

いことも多くなる。

　1950年ごろから始まった造船部門を中心とした経済好

況に伴ってまもなく人口急増期を迎えるが，このころか

ら始まる車道の丘陵地内舗設の進行につれて旧市街周辺

の丘陵地に居住地の建設が進み，坂，階段の多い過密住

居地帯が出来あがる。浦上地区の小高い山々も同時に居

住地として宅地化され，長崎港を取りまく山々の内側は

居住地として限界近くまで立ち上ってくる。

　1960年以後になると，車の普及も一般化されて，谷間

をぬった国道建設とともに丘陵地を越えたところに規模

の大きい団地開発が進むようになり（例：西山団地高度

約300メートル），更に小規模開発も盛んになってくる。

　こうした一連の市街地拡大によって長崎の人口集中地

区は，今や時津町，香焼町とつながろうとしている。

（1975年，D．I．D人口　33．6万人）

　2．斜面住環境の形成過程の考察

　長崎市の平坦地は，江戸期に形成された旧市街（88ヶ

町）で全んど占められている。斜面住環境は，まず旧市

街の周辺に築造された外人居留地を端緒として近代造船

業の活況もあって，I．山の手へたち上りはじめ都心か
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　　　ら徒歩圏内になっている居住地区（中新・館内地区）。II．

　　　第二次大戦後の人口急増期に伴った車道の丘陵地内舗設

　　　によって形成された居住地区（立神・御船蔵地区）。III．

　　　域内は飽和状態になり，車の普及も一般化され，丘陵地

　　　を越えた山陵を造成してできた集団計画的な居住地区

　　　（丸善団地地区）がある。

　　　　3地区での内部と外部の空問秩序の比較分析を以下に

　　　、試みる。

　　　　I地区では，内部空問の家族別の分割と内部の外部へ

　　　の生活のはみ出しがみられる。これは地区空問の絶対的

　　　不足と外部空問卒の低さによるものと考えられる。こう

　　　したことから，外部空問の共用化，零細化，迷路化現象

　　　がみられる。住居断面形態をみると他地区に比して，形

　　　態の種類が豊富なこと，急傾斜地に多いm・n・Oタイ

　　　プのものがみられ，住民の強い空問定着の実態がうかが

　　　える。内部と外部のつなが｝）は連続性が高く，極めてオー

　　　プンな接触関係にある。

　　　　II地区の居住地は，山の中腹の車道舖設により形成さ

　　　れたという経過をもつため，I地区の谷道を中心とした

　　　拡がりのみと異なって，さらに尾根道が加わって複雑化

　　　している。起伏地の立地可能なところに散在するため，

　　　自然地形が内部と外部の問に介在する場合も生じてい

　　　る。車による影響もあり，車道沿いには駐車場が内部と

　　　外部の問に確保される場合が多い。外部空問の専用化が

　　　認やられてくるが，良好な宅地の不足により所々に空地

　　　がまとまってある。内部と外部の関係は，高低差，車・

　　　樹木などを問に介して形成されている。

　　　　1II地区では，集団的な居住地造成によって，地盤面や

　　　空問利用の骨格は計画的になされておリ，直線的な構成

　　　が支配的である。内部と外部とは，土地造成による雛壇，

．　　門構えのあるブロック塀でまず遮断されており分駐性が

　　　強くでている。内部空問は全んどが2層で玄関もしっか

　　　りしている。ある程度の庭と駐車場があり，e・jタイ

　　　プのものが全んどを占めている。外部空間は専用化され

　　　た庭部分と公的な車道部分に規則正しく区分されており

　　　明確化されている。

　　　　以上の3地区を比較すると著しい外部空問の相異が認

　　　められる。I地区は，内部空間を相互に結合する路地を

　　　中心とした外部空問であり，m地区では車両の交通機能

　　　発揮を主とした内部空問を分割するような外部空問があ

　　　り，II地区はその中間的存在となっている。

　　　　その細部についてみてみる。

　　　　⑦住居への進入パターン

　　　　I地区では緩傾斜であること，路地が多くを占めてい

　　　ることからYが多い。II地区では個別的な宅地化のため

　　　にZが増加している。III地区では集団的な土地造成によ

　　　り宅地を道路より高くしている。

　　　　㊥　宅地の空地状況

　3地区の差は著しく，III→II→Iになるにつれて空地

が少なくなっている。

　○道路幅員

　I・II地区では2M以下の道路が70％前後を占めてい

るのに対して，III地区ではそのような道路はなく，すべ

て4M以上である。

　θ交通状況

　I・II地区は70％が歩行しが可能でないが，III地区は

全んどがスロープによって結ぱれ四輪車通行が可能と

なっている。

　㊦　利用状況

　道路に生活関係の物を置いている状態はIII地区にはみ

られないのに対して，I地区では半分近くの道路にそれ

がみられた。

　こうした住居外部は生活の一部であり，内部空問とは

不可分の関係にあると共に，自然・杜会との関わりを持

つ場と考えられる。これまで内部と外部に焦点をあてて

みてきたが，その動向には1．共同統合化と2．個別縮

小化の相反する2つの方向性がみられた。

　共同統合化は，個々の内部空問をまとめ，外部空問を

共用化していき，居住地を高密にしていく傾向をもつ。

個々の生活の協調が必要とされ，外部空間は個々の自主

的な表現の場となっている。これに対し，個別縮少化は

住居の小型化と自己完結の傾向を持ち，外部空問を車中

心，管理中心の場として，中密な居住地をつくっている。

外部生活のつながりの場は，切りすてられる傾向にある。

　以上のような地区の傾向を考慮すると，そのままに放

置するのではなく，魅力ある居住地に対する理念を持た

ねばならないと感ずる。共同統合化を示すI地区におい

ても環境悪化地区でないと外部活性はないのかという疑

問は残るし，地区の安全性という点でI地区は大きな問

題もある。こうした中で外部空間計画を考えていくには，

まず，

1）高密地独特の対策をたてること

2）住み手の参加を重視すること

を理念とする必要があると思われる。

　すなわち，内部と外部からみると，長崎の斜面住環境

は，共同統合化の方向と個別縮ノ」・化の方向を持っている

が，いずれも問題点は多い。今後，外部空問の蘇生計画

を実現させていくには，事業化のことが問題としてある。

これには，

1）傾斜地に対する技術の遅れと実現の困難性

2）地区改善に対する住民の意識の未熟とあきらめ

3）行政体からの対処の遅れ

が課題としてあり，今後の努力が必要である。
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第2章　斜面住環境の形態的類型区分

　1．斜面住環境の形態的類型

　長崎市の昭和30年代までの開発は，小規模な個別開発

が棚田段々畑を山裾から次つぎに住宅地に変えていき，

農道が路となり，階段でブラ下り，無秩序，急傾斜（20

度前後），高密，高集積な住居地を形成（図一7）した。

開発の態様から，一方向斜面・山形・谷形の3つに類型

化できる。40年代中期以降は，民間による大規模開発が

活発化した。それらは，斜面に全く碁盤目の道路割を行

うといったもので，その法線方向の道路は，恐怖感さえ

抱かせ，水処理や防災上も問題が多い。

第3章　斜面住生活の構造

掃・し尿収集などの日常サービス，住宅や生活施設の維

持管理や修復のための作業，さらには火災等の緊急時の

サービスなど，快適に，安全に居住していくのに多くの

困難を抱えている。これを克服していくため，さまざま

な工夫がなされ，物理的改善の隈界は，近隣社会組織の

活動で補うなどソフトに対応している。本論では，斜面

密集住居地での消防・清掃・し尿の3っの公的サービス

について実態を明らかにし，その改善への課題を示すこ

ととする。いずれも，当該機関へのヒアリングと資料収

集，典型地区の現地踏査と現場作業観察を行い，実態と

課題をリアルに把握しようとした。

II斜面住環境における集中豪雨災害

第1章　82年7月長崎豪雨災害の概要

1．敷地利用の特徴

（1）敷地の形状

　斜度が大となるにつれて，矩型から不整形に，かつ法

線方向長さが逓減されていく。

（2）敷地内建築位置

　一般的には，山側へ，道路側より反対側に引き寄せて

いる。これは，主庭の谷側・開放側への確保と道路との

緩衝空問の確保のためといえよう。

（3）庭の確保と位置

　30坪以下の敷地では庭と呼べるものがなく，通路，サー

ビスヤード，周辺との緩衝空問といったものを僅かに保

有するにすぎない。50坪前後となると，まず前庭がとら

れ植栽が施され，側方谷側にサービスヤードが確保され

る。さらに敷地が大きくなると，谷側開放方向の側庭が

主庭としてしつらえられてきて，サービスヤードは主庭

の端もしくは後庭にとられてくる。

（4）法面の状態と利用

　法面高さは，斜度！0度あたり約2mとなっている。多

くの場合，素材は石・ブロック・鉄筋コンクリートの擁

壁となっていて，ほとんど何も利用されていない。初期

の敷地規模の大きな開発では，法面，通路に豊かな植栽

が施され，優れた景観を造り出している。

（5）敷地境界の区切方法と素材

　隣地境界や道路との境界は，多くの場合4～5段のブ

ロック積となっている。斜面開放方向の区切には，ブロッ

クを2段くらいにしたり，ネットを使用したりして，視

界の確保がはかられている。また道路界は，ブロック積

の背後に中木以上の植栽を施し，目隠しを行なっている

f列が多い。

第4章　目常および緊急サービスシステムの実態と課題

斜面密集居住地は，道路等の基盤が脆弱であるため清

　1．はじめに

　昭和57年7月23日夕刻，長崎県南部を襲った豪雨は，

時間降雨量187mmという記録的な集中豪雨となり，長

崎市を中心に死者・不明者299名という大惨事をもたらし

た。この災害が，県庁所在地かつ高密度の土地利用形態

にある斜面型都市で発生したことにより，これまでの豪

雨災害では見られなかった，土地災害と都市災害の複合

した災害となった。都市近郊の住宅地で土石流が発生し，

多くの人命が失われた。また，行政諸機関の対応も遅れ

がちであり，災害時における災害情報の伝達および住民

の避難・誘導が問題になった。

　以下，長崎市を中心に災害の概要を報告する。

　2．集中豪雨の規模

　今次災害の素因は，いうまでもなく斜面都市長崎の地

形的，人文的諸条件に対して，あの「天の底が抜け落ち　　　，

たような」集中豪雨という自然現象が発生したことにあ

る。

　23日よ｝）降り始めた雨は，24日19時までに長崎572

mm，諌早492mm，島原412mm，雲仙622mm，長浦504

mmであった。図一1に23日9時から24日9時までの最

大1時問降水量を示した。長与町役場と大瀬戸幸物分校

の2つの180mmを中心に，それらのまわりを広く140

mmの線が囲んでいる。図一2に主要4地点の10分問降

水量を23日17時から24日9時まで示した。これらの図は，

今回の豪雨の降水特性をよく表し，多くの示唆に富んで

いる。すなわち，2時問で50mm程度の降水となったの

ち，猛烈な豪雨が始まり，それが1時問程続いている。

　この降雨の超過確率については，気象台数値が時問降

水量で170～200年確率，日降水量で600～700年確率，3

時問降水量は膨大な数値になると試算されており（長崎

大学調査団報告1982年！1月），きわめて稀れな現象であっ

たと見るべきであるが，一方では長崎市の周辺部では
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1957年の諌早大水害（時雨量144.0㎜，日雨量1109，2

㎜），1967年の佐世保水害（時雨量141.0㎜）など1時

間100㎜をはるかに超える豪雨経験があり，より広域
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表－1 長崎豪雨災害による被害状況

20
区 分 長崎県　　　　長崎市

40

（20
εE

Zo
＝40
ξE
c　’u
麦20

40

20

1フ

死者・行方不明者

住宅・建物
農林・水産
土木

商　工
鉄道・通信
保健（病院・水道・清掃）
文　教
その他（がけ崩れ等）

　299（人）　　　　262（人）

43114　　　　　　　　　　37396
86859　　　　　　　　　　43146
55℃48　　　　　　　　　　21591
95970　　　　　　　　　　85676
　364

5476　　　　　　　　　　　5102
2149　　　　　　　　　　　1608
25733　　　　　　　　　　16903

総 計 315313　　　　　　　　　212058

（資料）長崎県・市「災害報告書」から

表－2 7月の目別降水量（長崎海洋気象台）

降水量
（㎜）

7／1～7／19

340

7／20

243

7／21 7／22 7／23

448

7／24

124

　　」uL．23

図－2　10分間降水量の時間変化
　　　（23目17時一24目9時）
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　3．災害発生の状況

（1）人的災害

　今次災害の最大の特徴は，人的損失が大きく，しかも

これが長崎市に集中していることである。県下全床の死

亡，不明者数299人中約90％にあたる262人が長崎市であ

り，さらにそれを原因別に見ると，随所に発生した斜面

崩壊と土石流によるものが圧倒的に多く，約90％（231人）

に及んでいる。洪水氾らんによるものは31人であった。

地盤災害による人的被害発生箇所の多くは都市ではな

く，図－3に見るように，山あいに古くから発達してい

た近郊農村部や新興住宅地区（都市のスプロールの過程

でこの2つがしばしば一体化していることにも注意）で

あった。つまり，人的損失の面から見ると，今回の災害

は長崎市の都市周辺部において多発した土砂崩れが大要

因となったものといえよう。今次災害ではテレビ放送等

を通じて大量の自動車が流され，都心部を流れる中島川

の石橋群が崩壊し眼鏡僑が大破したシーンが国民の眼に

焼きついていることと，「長崎大水害」の名称（8月2日

長崎県命名）が実態とは異なった印象を与えている。

な蒜よ＿　諏芦

北栄町回　　長筑纂炉㌧イ匁

　　　涜鴛酉＝山棚㌔⑮㌘ぷ套警

＿θ戸町団

図－3　被災状況図（□内数字は死者および不明者

（2）都市災害

　直接の死亡災害に加えて，傾斜地とそれに囲まれた狭

い平地とに高密度に発達した特殊な都市構成の弱点をさ

らけ出したかたちで各種の都市災害が発生した。第一は

住宅被害であり，都市周辺の急傾斜地や川沿いを中心に，

住宅の全，半壊が長崎市だけで1，200棟，低地部を中心に

浸水家屋33，OOO棟余に達している。長崎市はたださえ住

宅事情のひっ迫した都市であり，罹災者への手当ては大

半が放置されたまま今日に至っており，大きな社会問題

を投げかけている。第二は，商工・農林水産などの産業

被害がきわめて甚大であり，全被害額の約6割を占めた

ことである。なかんずく都心商店街の浸水による商工被

害が金額的に際立っており，地下店舖の水没等の問題を

含めて，災害に対してあまりに無防備に都市形成が進め

115

降水量　　　　　　102
100

50

1

15

98

6ユ

27　　　　　　29

1718ユ92021222324（時間）

図一4　7月23目の時間別雨量
　　　　（長崎海洋気象台）

られていたことへの大きい反省材料となっている。第三

は，交通機能とライフラインが随所で切断され，都市機

能が完全にマヒしたぱかりか，その復旧が大きく手間

どったために，長期間にわたって市民生活を混乱させた

ことである。国鉄・路面電車・路線バスは冠水して機能

を失い，どん詰りの位置にある長崎市と，外部とを結ぷ

唯一の大動脈である国道34号線は路面の崩壊と土砂崩れ

のために不通となった。国鉄長崎本線の復旧は早く，公

共交通機関の重要性を再認識させたが，国道34号線の正

式開通は8月20日まで遅れた。当日夜は6．2万世帯が停電

し，電話は災害発生と同時に間い合せ等の殺到で事実上

不通となった。茸通回線を利用していた気象台のロボッ

ト通報も不通となり，災害対策本部と各出先機関との連

絡も不通という混乱した状況が起こった。都市ガスは4．2

万戸が供給停止，水道は9．3万戸が断水し，しかもこれら

の復旧が大幅に遅れて市民生活は長く困窮を強いられ

た。第四は自動車被害が多かったことであり，完全放棄

が340台以上，なんらかの被害を受けたものが数千台に及

び，クルマ社会のもろさを印象づけた。

　4．防災諸機関と関係機関の対応＊

　23日16時50分長崎海洋気象台より，大雨，洪水警報が

発表された。この日は週末の金曜日であり，公官庁の退

庁直前の時刻であった。長崎市は地域防災計画によって，

同時刻に警戒本部を設置した。また，長崎県警は災害警

備本部を，市消防局は第2警戒配備を指令した。さらに，

この警報は市民にはテレビ・ラジオを通じて，同時刻と

18時から19時のローカルニュースによって伝達された。

　23日19時～20時118時30分頃より強くなり始めた雨

－136－



は，19時を過ぎると激しい豪雨に変わる。県警・消防局

の通信指令室に災害の通報，救助の依頼が集中し始める。

19時30分県警は災害警備本部を強化。市消防局は19時20

分第4警戒配備の指令を出し，全消防署員・消防団員の

非常召集を指令した。20時前後より土砂崩れ，河川の氾

濫を始める。召集した消防署員・団員は，濁流に道を阻

まれて，その地点で独自の救出活動をせざるを得なかっ

た。長崎の地形から，土砂崩れ・河川の増水のために，

災害時に局所的に孤立する地区が多発する。19時45分は

東長崎地区の県警管区機動隊30名を市中央部へ出動させ

た。豪雨の中を，土砂崩れの危険を押して，20時頃長崎

署に到着。後続した県警機動隊は，大規模な土砂崩れに

道を阻まれ，協議の結果折り返し東長崎地区の災害救助

活同に当った。

　23日20時～20時30分：河川の氾濫が始まり，土砂崩れ

が引き続き市内全域で続発する。110番・119番の通報は，

回線数をはるかに上まわっていると考えられる。各放送

局は，県警記者室からの情報及び独自取材による災害の

状況より，異常な災害であることを認識する。テレビ・

ラジオは，災害情報を流し始める。20時30分頃になると，

電話はふくそうし始め，被災市民からの通報は増々困難

になる。

　23日20時30分～21時：20時30分，長崎県・長崎市は，

災害対策本部を設置。この頃までに，7．23長崎豪雨の

23日の全雨量の50パーセントがすでに降っていた。また，

長崎市内の主要な河川は全て氾濫していた。さらに，土

砂による死亡者の40パーセント弱は，この頃土砂による

生埋めになっている。長崎海洋気象台は，20時40分大雨

情報第1号を発表。満潮が迫っていることを呼びかけた。

長崎市全域で停電が多発。ケーブルの障害・電話の水没

による電話不通が多発。ガス管折損によるガス流出事故

が続発する。20時40分県警は，避難時のガス漏れ，火災

の注意を呼びかけた。20時31分NBC放送は，ラジオの番

組を全て災害放送に切替える。21時近くなると、市内の

電話回線はふくそう状態になり，一般加入電話の使用は

困難となった。

　23日21時以降：豪雨は多少の強弱はあるが激しく降

る。主要河川の氾濫は拡がる。22時35分の満潮が近づく。

土砂崩れによる被害はさらに増加する。21時頃県警は，

住民に対して注意の呼びかけをした。これを受けて放送

各社は，テレビ・ラジオを通じて一せいに放送する。

　『長崎県警より県民へ次のような異例の注意の呼びか

けが出ています。まず長崎県各地でほとんどの道路が冠

水しているため，車での外出は避けること。また低い土

地に住んでいる人達は高台に避難することなどの，注意

を呼びかけています。』

　今回の災害において，これが防災機関から出された唯

一の避難の呼びかけである。市対策本部からは，市民に

対して，一度も避難の呼びかけはなされなかった。各放

送機関は，それまで部分的に放送していた災害報道を，

21時56分NBCテレビ，22時18分NHKラジオ，22時30分

NHKテレビ，の時刻に全国的に災害番組に切替える。22

時00分長崎市に災害救助法が適用された。24日午前2時

自衛隊が長崎市に到着した。長崎市内の豪雨の強度は23

時頃には衰え始め，23日23時30分頃には，集中豪雨は終っ

た。本格的な救助活動は，河川の氾濫の引き始めた24日

午前1時過ぎからであった。なお，東長崎地区の被害の

激しさは，翌朝24時になって明らかになった。

(*本項については，岡林隆敏他「昭和57年7月長崎豪雨

による災害の調査報告書」長崎大学学術調査団1982よリ

引用した）

第2章　東長崎，日見地区の被災状況調査

　激甚な被災を受けた東長崎地域について，まず建築物

や河川，橋梁，道路さらに田畑の被災状況，斜面崩壊の

状況を，踏査によって把握した（7月28日～9月15日）。

そして，土石流被害の典型地区として芒塚，補伽，洪水

温水のそれとして矢上をとりあげ，被災状況や復旧活動

等について，より詳細な聞き取り調査を行った（10月～11

月末）。また，公共公益施設や機関の被災状況や，被災か

ら復旧への過程での対応などの聞き取り調査，資料収集

を行った（12月）。

第3章　都心地区の水害状況等調査

　長崎において市中が大洪水になったのは，1982年7月

の今回がはじめてではなく，1721年（享保6），1795年（寛

政7），1796年（寛政8），1810年（文化7）などの時に

も起こったことが記録されている。今回の豪雨によ1）発

生した災害は，急傾斜地域に囲まれた都市のあり方を再

認識させる結果となった。

　本稿では，市街地の中心部といえる中島川流域をとり

あげて，都心部の浸水被害の実態調査から，今回の災害

の特徴と教訓についてまとめている。

　中島川は，西山町・木場町と本河内町でそれぞれ端を

発して，出来大工町でこれらが合流し，市街中心部をぬ

けて長崎港に注いでいる。長さ6．5km，流域面積は19．1

km2，河床勾配は1／60の2級河川である。銅座川は，愛宕

町に端を発するシシトキ川が本石灰町の暗渠部で合流

し，中島川の河口近くで合流している。そのため中島川

水系として取り扱われている。
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第4章　災害を教訓とする斜面住環境改善への若干の提

案

　長崎の町が抱え込んでしまった膨大な量の危険区域居

住の問題を一挙に解決することはどう考えても不可能で

あり，また，自然の猛威に対して，これを真正面から受

けとめることも正しい対処の方法ではない。確率的に設

定したある条件まで（例えば30年確率降雨等）はハード

に押え込み，それを越える条件に対してはソフトに受け

流す，という原則をたてて条件を年次的に高めて行く，

という方向が正しいと考える。

　そのとき，各戸から200メートル以内に拠点的に「災害

シェルター」を建設するアイディアは効果的ではないだ

ろうか。これは場所によってはとくに今回被災地などで

は公営住宅のスポット建てとして行い，被災者の住宅問

題の解決を兼ねる。絶対安全なフロアーを地区住民の

シェルターとし，これを平常時は住民のコミュニケー

ションの場として活用する。もう少し発想を進めると，

「注意報」の段階ではお年寄リ，病人，乳幼児の避難を

終えるシステムをつくるとともに，そうやってシェル

ターに集う機会を楽しいものにし，避難のたびに住民ど

うしの話し合いが深まって地区の全体的な整備を進める

まちづくり運動へと展開させていくという方向はないも

のだろうか。

　問題はタテ割り行政の壁であり，河川は河川，住宅は

住宅と，互いに何の連系もなく進めてきた都市開発が今

回の災害を助長したことへの反省をこめて，あらゆる公

共投資はもちろん民間投資も含めてすべてを安全都市づ

くりへと総動員する体制が必要である。自然の猛威の前

に，人間がいかに小さいものであるかを知った市民が立

ち上る以外にこの壁はなかなか破れないであろう。おわ

りに拝崎県知事の諮問機関として設置された県防災都市

構想策定委員会（片寄も参加）の最終答申にはここに提

起した「災害シェルター」や「公営住宅のスポット建て」

などが言葉としては含まれるようになったこと，但しそ

の実現化についてはまだ動きが弱いことを報告しておき

たい。

〈研究組織〉

　研究主査　片寄俊秀　長崎総合科学大学教授

　委　員白砂剛二　長崎総合科学大学教授

　　　　　　宮原和明　長崎総合科学大学助教授

　　　　　　鮫島和夫　長崎総合科学大学助教授

　　　　　　村田明久　長崎総合科学大学講師

　　　　　　浜砂博信　長崎総合科学大学助手

150m

100

50

24．5

161

43

l05
l00

57

41．5

観測地点

　長崎土建（矢上団地）
計器種別
　1時間降水量読取可能

23日　17時～24時

　　531．5㎜
23日9時～24日9時

　　608，5㎜

18］92021222324（時間）
　図－5　東長崎における時間別雨量

図－6 人的被害状況と土石流被災・冠水被災地区
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0
　　7　　　　　　　　　　　8　／2425262728293031　■2　3　4　5　6　7　8（日〕　23　　　　　　　　　　　1
芒塚町・田中田丁・網場町・矢上囲丁・界町・東町・宿町・

現川田エ・平閻町・古賀町・石戸町・松原町・上戸石町・川
内町・牧島町・飯盛町以上はいずれも矢上水系に属し8月
8日17：OOをもって断水率O％となった。（16水系の内最
も長く断水していたのは矢上浄水場の配管が破れていたこ
とも1つの大きな原因であろう）
図－7　矢上水系日別断水状況
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表－3　町別建築物被害状況

調査個数 被害要因 全壊流出
1階全没 床上浸水 床下浸水

小　計
床下浸水

半壊 小破 半壊 小破 小　　破 破損なし
被害なし

土石流等 11 2 1
宿　町

1 2 10 27
430

浸水流勢
112 262

O　L 0 20 O 7 2 29

土石流等 26 20 1
芒塚町

7 18 0 72
443

浸水流勢
84 230

3 7 15 1 31 O 57

土石流等 2 0 0 O
界　町

13 6 21
408

浸水流勢
60 314

1 1 0 1 8 2 13

土石流等 1 0 2
網場町

O 14 0
543

17

浸水流勢
76

0
403

1 O 0 45 0 47

土石流等 18
田中町

3 0 15 11 16
1，166

63

浸水流勢
137

0 807
5 O 2 149 O 156

矢上町
土石流等 3 O O 0 1 1

653
5

浸水流勢
7

5 88 324
95

7 94 28 546

土石流等 16
束　町

26 13 2 14 3
667

74

浸水流勢 20
76

13 42 2
357

69 14 ユ60

土石流等 13
平問町

7 0 7 13 7
404

47

浸水流勢 3 27
4 28

253
1 34 7 77

土石流等 0 3
現川町

0 3 12 4
148

22

浸水流勢 0 O 39
0 85

1 1 0 2

土石流等 14
上戸石町

1 0 1 14
278

7 37

浸水流勢 1 0 1
62

1 36
139

1 40

戸石町
土石流等 11 3 0 12 22

718
28 76

浸水流勢 0 0 0 O ！26
102

409
5 107

川内町
土石＝流等 3 2 O 6

102
5 0 16

浸水流勢 2 2 0 146 2 60
0 12

牧島町
土石流等 ！ O 0 2 1

407
1 5

浸水流勢 O 0 0
1

O 0
401

0 O

古賀町
土石流等 5 0 O 4

182
7 0 16

浸水流勢 0 0 O O 17
31

118
O 31

松原町
土石流等 O 0 O 0

135
1 1 2

浸水流勢 O O 0 140 O 119
O 0

飯盛町
土石流等 20 4 4 1

549
5 4 38

浸水流勢 5 10 1 1 52
39

0
403

69

合　計
土石流等 144 71 21 61

7，233
153 88 538

浸水流勢 40 131 431 23
891

661 60 1，346
4，455
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　　日町23 24 25 26 27
芒塚町18110 18：10

〃
〃 18：30

田中町20：2 1015 16：40i〃
〃 2：36 17：48（卸団地）

網場町20：2矢上町20：2 221451005 一界　町20：2蕃爵 20：3 22：30
20：2 1720

現川町20：2 22142
平間町 〃 16：50

〃
古賀町20：2 16：10－17：33
戸石町2013 21：5 16：50
松原町20：2 1950 i上戸石」町20：3川内町20：21 21124
牧島町20：3 1745
飯盛町2q：3 21：10

2？：55

1830

　　毘教　疲震．・
汽・、蠣　　　ゑ・’
卜雀　　＿、葵螺、

～①

一㌔　／・　　　　・　　　　　’・一麟・・　　I早

図－8　電気停滞時間表

．・緩幽簑罫

’…．’二桑・紛

表－4　矢上地区の人的被害

　　　　　　　（東長崎警察署調べ）

死者

負傷者

田中町

32

矢上町

65

東町

12

30

平問町

15

現川町 計

33名

147名．

表－5 矢上地区道路損壊箇所数

　　　　（東長崎警察署調べ）
熱1’上閉

町名

箇所

田中町

15

矢上町 東町 平問町

12

現川町
6

へ劣撃震一

渕姦。、・ん一

1啄紬

図－9　矢上地区被災状況

図一10
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m

図－11矢上地区配電図

守
、一’一．　一≡1’

鷲籔鑓、．

’’1．湊’1・・1識1．選影心研冴激！・■，1＾顯

，

岨

破損なL　＿＿纐　鰍

、肝

4濯一耀 イ惣姦嚢

舳榊艦燃刎蝪臓＼X、睦

図－13芒塚地区被災状況

匿嚢ヨ……完全復旧

1■・…・・仮復旧・工事中

■1■一・・復旧見通し無し

図－12矢上商店街災害1か月後復旧状況
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図一14芒塚地区横断図切断面

図－15　芒塚地区配電図
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　A－A´断面図
　　日見保養院側の
　地すべりと国道34
1号線の陥没による

　土石流が家屋を直
　撃している。

㈹〕l00

90

80

＾■＾，

路地〔

←荒　地一吉

ド
1■

．違

70

60

㊧全’扇

50

4o

0　　　10　　20　　　30　　柵　　　50　　　60　　70　　　80　　90　　100　　1m　　120　　130］40　　　　　150　　　　　160　　　　　170　　　　　1BO190　200　2m　　220　130－mi

B－B´断面図
　道路・橋梁・河
川，そして家屋の
一階部分は完全に
多量の土石・流木
で埋まった。

｛m〕90

80

果樹　園
（ひわ〕

　　　　土石流堆引
　　　　　ト5m〕
路地　　　　　　　　　　日見1■1　　道路鮒「「 淋「 路地　果樹園十購線一「「

　（みかん〕11　r
　　　　　　l

70

60

50

　　　　　　　　　　㊥＾　鰍一　議綴

40

0　　　10　　　20　　　3040　　　　　　50　　　　　　60　　　　　　70　　　　　　8090　100　110　120　130　140　150　160　1170　180　190
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1m〕
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　C－C’断面図2
　すぐ下流に一段
　声くなって，避難
　場所となった芒塚
　地区の公民館があ

　る。

（m〕
80

70

C－C’

果樹園
（ひわ〕

ト土石流堆積

　　　　（～4．5m）

日見川
果樹園一ラ
（ひわ）

60

50
　㊧　　　　㊥　　　　　　㊥
小破　　　半壌

40

30

O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100　110　120 130　（m）

D－D´断面図
　日見川の合流地
付近であり，田畑
があったところに
かなりの土石が堆
積している。

lm〕
60

50

o－o，

果樹園
（ひわ及びみかん） 果樹園

（うめ〕

＿土石流堪積一一

果樹園一一サ
（つめ〕

40

30

20

ln

l0　20　30　40　50　60　70　80　90　100　110　120　130　140　150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛m〕

－144－



E－E´断面図
　みかん園があっ
たところであり，
土石堆積2m以上。

川は，家屋のすぐ
下を流れていた。

E・E，

（m〕80

70

果　樹　園
（みかん〕

鴛戸寸禰

見川 果樹園一一一一一一一→
1みかん〕

60

50

』n ①

1｛o

n　l0　2n　30　40　5n　60　70　80　90　100　110　120　130　1」ユ1　150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い11、

F－F´断面図
　果樹園が段々に
形成されていたと
ころが地すべりを
起こし，甚大な被
害をもたらした。

F・F，

土石流堆積
（～3m〕

果　樹　園
（みかん〕

（m〕
　801

70

60

50 　　　　　　　　㊧
半壌　　　　　　　小破

40

O　l0　20　30　40　50　60　70　80　90　100　110　120　130　140 150
（m〕
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G－G，

（m〕
loo

90

80

果樹園
（みかん〕

路地

70

60

叫

4n

O　l0　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90　100　110　120　130　MO　150
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛m〕

警戒整備の段階

配・備時期 配備態勢 出動員

第 対策本部を設置するには消防署の警備
1敬

中央署より2

百戒
至らないが，気象情報に基要員を増す。名，桜馬場・矢

配
づき警戒態勢の強化を図る 上・日見

備 必要がある。

第一気象警報が発令されたと災害対策本部中央署より3

一敬言口
きまたは気象の状況によっ及び消防署警傭名・古賀

戒 て災害発生のおそれが増大本部の設置特別

配 し，これらに対処する警戒警戒要員その他
備 態勢をとる必要がある。とくに必要な召集

第二気象状況及び災害状況に勤務人員増強中央署より1

一敬言より対策本部長が必要と認予備隊員の召集名・松が枝
戒
配 めるとき。 配置，必要消防
備 団の召集

第四市全域に亘って大災害が全消防職員・全員出動
警戒発生したとき，または発す全消防団員召集
配備るおそれがあるとき。配置

災害復旧工事　工程表

東長崎中

日見中

8　月　　9　月　　10月

（設計）（コンセント類・浄化槽・排水管）

（設計）（床・撃具・外装）
職員にて処理

災害復旧工事費

施設名

東長崎中

日見中

建　築　電　気

80，350，O00

11月

（設計）／プロック塀・バックネット）

管

6，O00，O00　1，200，O00

　　　　200，000

（円）

計

87，550．000

　200，000

警察官動員状況（警察官動員延数　2，343名）

月日 警察官動員数
遺体収容

男 女
捜索区間

7／24 201 15 15

25 204 9 17 宿　　町

26 190 14 11

27 215 5 5

28 216 3 平間町

29 204

30 139

31 111

8／1 111 上戸石町
2 86 1

3 78
4 76
5 76 1

6 76
芒塚町

7 84
8 45
9 53

10 17

11 14

12 17

13 17 1

14 30

15 45

16 21

17 17

海

上

捜

索

ゴ
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　　　’　　　■　　　　’　　’

長
崎
港

〈

　　　　）

　　　本河内高部貯水池
　　　　　〕

本河内讐水池！
rしJ

1000 2000m

　　　　　　　　　シ　　　　　　　　　シ寺　中眼　　中　　　ト町
高水位　島鏡　　　　　　通　　　　　　　　キ　通
▽　　川橋　　　　　　り　　　　　　　川　り
’‘一一　　　　　　一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■＿＿’，＿　　　　Cm　　　　　　　　　　224．9　　±O　－12．5　　　　　　■112・3　－77．O

　　　　　　　　　－91．7

風
頭
山

図一16　中島川流域の浸水区域 図一17　中島川流域横断図（水平1垂直＝115）

L』＿＿」」L

長

崎

港

團・．・一1．・・

鰯1一・～1．・・

鰯1・・～・．・・

図…一・…

■・…～
s

←　水の流れの方向　　一＝
尽　　　酬《 0　　100　200300m

風
頭
山

図－18　中島川流域の浸水状況図
　　（中島川復興委員会調べ，村田明久作成）
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表－7　地下室被災建築物
　　　の用途

図－19長崎市都心部における地下室被災建築物の分布

建物の主要用途 件数
病　　　　院 6

ホテル・旅館 10
映画館・パチンコ店 3

公共・公益施設 10
銀行・金融業 12
百貨店・スーパー 9

料飲店・小売店舗 69

マ　ン　シ　ョ　ン 4

そ　　の　　他 22
合　　計 145

地下室用途 件数
設傭・機械室 57
ポンプ室（受水檜） 11
倉　　　　庫 37
地下駐車場 14
小　売　店　舗 16
映画館・パチンコ店 3

レストラン・スナック 19
そ　　の　　他 6

調　査　不　能 14
合　　計 177

尖一

鮒：1l1：1l
1・1・：1：1ざ：：：：l1＝：＝

：＝：：：≒＝1＝1：1：：1

』1・：＝1：1＝：≒：：：1l：ll1・．・1・1＝1＝’1：’．・1 ■
一F■・　　．ll：：：：：＝1三＝11：l11： 一　　　　　　一　　・ 一・

11l11≡l11琢

銅座」 一 1l111l11嵩11111111

・1，1：＝：1≒＝1＝：＝1＝1一一
一

・江戸中期の長崎 ・明治中期（中島川変流工事勘の長崎・昭禾㎜年（銅幽11河口塩立て）までの長崎　・河口閉塞の進んだ現在の長崎

　　　　　図－20長崎市街地の変遷

表－6 中島川流域浸水の時間的推移
（中島川復興委員会調べ，村田明久作成）

1時聞降雨量（㎜）長崎海洋気象台讃ぺユ4．5 18．5 111．5 102．O 99．5 61．0 39．5 2．O 38．O 一3－O 3．0
積算降雨量（㎜）（7月23日より）16．O 34．5 工46．O248．O 347，5 408．5 448．0 450．0 488．O 50LO 504．0

時 刻
・国1 7 18 19 20 21 22 23 2・国1 2 3 4

申島川水系 OO　　　　103040　05　30　0020　4500　301　00　　　00　　　00口　　　　　811鱗撃11撃1灘1ダ窮11ヂ11重警更え融轟1㎝？　　　00　如　　㎝155㎝覧　圭氾る墜めぷ二㍊、π二

30銅座川水系
嚢2碧出雛鵯箒蒋蒋主出製萬誓1　よ水流ル　り40よ　　㎝
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自　然　　　　　　　　　　人　為

川 ゼーション
問

接

発

直

接

図一21

　　　　　　油断

＼J伝達困難

都心部被害拡大の構図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、気象衛生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気象観測　　　　　、　　　　　流域保水力の強化　　　　　　ロボット、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　舳ツト”、一、＼＼／㌣十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　＼土石流　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　一危険地　　　各苑＼＼1描

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　、　　I　各測候所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　、　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　、　㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市本部　　　　　　　　、　λ！1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ！、1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県本部　　　・、1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
災害シエ　　　　　　　ト

　　　　　　　曾派平や1』

　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　、　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　改　　　　　　　　　　　　、　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

（非常用）
　・病人，寝たきり老人，妊
　　用ペツド
　・救急医薬品，非常食糧，　　　　　　　　　　　　　エ　　　地区防災性能の向上
　・夜具，飲料水．食器，無線，水防，消　　火器具他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・防災ビル化助成措置
（平常用）
　・集会室，子ども図書館，冠婚葬祭場
　・まちづくりセンター事務所
　・公営住宅（二階），1F店舗貸，民闘ビ
　　ル借上げ可

図一22 ソフトとハードの組合せによる安全都市づくり
の提案
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